
平成２３年度山口県社会福祉協議会研修体系（計画）

平成２３年２月１０日現在

1 市町社協役員研修会

2 デイサービスセンター新任職員研修会＜デイ協＞

3 老人福祉施設職員基礎研修会＜老施協＞

4 社会福祉法人等新人職員研修会(社協新任職員研修会)

5 社会福祉法人等中堅職員研修会(社協中堅職員研修会)

6 社会福祉法人等主任・係長研修会(社協指導的職員研修会)

7 管理者研修会＜介専協＞

8 デイサービスセンター管理者研修＜デイ協＞

9 施設長研修会＜老施協＞

10 社会福祉施設経営改善セミナー＜経営協＞

11 役員セミナー＜経営協＞

12 事業所間連携セミナー＜授産協＞

13 運営研修会＜老施協＞

14 デイサービスセンター職員研修会＜デイ協＞

15 山口県精神障がい福祉サービス協議会職員研修会＜精サ協＞

16 山口県地域活動・就労支援事業所連絡協議会職員研修会＜地就連＞

17 身体障害者更生援護施設職員研修会＜身施協＞

18 市町社協職員経理研修会

19 社会福祉法人会計研修会＜経営協＞

20 福祉QC講座＜施設士会＞

21 地域福祉権利擁護事業 新任担当者研修会

22 福祉サービス苦情受付担当者研修会

23 市町社協生活福祉資金等担当職員研究協議会

24 生涯現役社会づくりアドバイザー連絡会議

25 地域福祉推進セミナー

27 地域福祉に生かすスーパービジョン研修会

28 法人成年後見担当者スキルアップ研修会

29 後見支援員スキルアップ研修会

30 ファンドレイジング(資金調達)研修会

31 移行推進研修会

32 共同生産販売研修会(仮称)

33 地域生活支援セミナー

34 介護力向上研修会＜老施協＞

35 相互研修会＜老施協＞

36 施設のケアプランと記録の研修会＜老施協＞

37 生活相談実践研修会＜老施協＞

38 山口県介護保険研究大会＜介団協＞

39 山口県地域包括・在宅介護支援センター研修会＜在介協＞

40 山口県ケアマネジメント研究大会＜介専協＞

41 スーパービジョン研修会(基礎編)＜介専協＞

42 居宅介護支援事業所の現場で役立つ実務事務研修＜介専協＞

43 精神疾患の基礎知識と支援＜介専協＞

44 メンタルヘルス研修会＜介専協＞

45 施設従事者向け研修会＜介専協＞

46 対人援助技術研修会＜介専協＞

47 ホームヘルパー研修＜ヘルパー協＞

48 介護福祉士研修＜介士会＞

49 介護研究セミナー＜介士会＞

50 介護予防体操指導者養成研修＜介士会＞

51 実技指導者養成講座＜介士会＞

52 モチベーション向上研修会

53 こころの病と生きづらさを考える研修会

54 施設職員向けスキルアップ研修会

55 身体拘束ゼロ推進員養成研修

56 判断能力が十分でない方をネットワークで支える研修会

57 相談関係機関・相談員研修会（ワンストップ研修）

58 福祉サービス第三者評価事業評価調査者フォローアップ研修
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社会福祉施設等
役職員対象

市町社協
役職員対象

職能別
研修

26
ボランティアコーディネーター研修会
＜市町社協ボランティアセンター連絡会議と合同＞
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平成２３年度山口県社会福祉協議会研修体系（計画）

平成２３年２月１０日現在

59 児童委員・主任児童委員研修

60 民生委員・児童委員中堅研修

61 民生委員・児童委員現任研修

62 市町地区民生委員児童委員協議会会長･副会長研修会

63 民生委員･児童委員活動実践講座＜民児協＞

64 やまぐちシニア地域マスターカレッジ

65 高齢者相互支援活動セミナー＜老連＞

66 福祉教育・ボランティア学習研究集会

67 企業等社会貢献活動セミナー

68 福祉員研修会（基礎編）

69 地区社協コーディネーター養成研修会

70 成年後見制度普及啓発セミナー

71 「介護の日」記念イベント＜介士会＞

72 離職者・潜在的有資格者等再就職支援研修会＜介士会＞

73 成年後見制度利用促進研修会

74 認知症介護実践研修会(実践者研修)

75 認知症介護実践研修会(実践者研修)＜老施協＞

76 認知症介護実践リーダー研修会＜老施協＞

77 介護職員基礎研修課程（150時間）

78 介護職員基礎研修課程（60時間）

79 介護福祉士国家試験に係る筆記模擬試験＜介士会＞

80 介護福祉士養成実習施設実習指導者特別研修会＜介士会＞

81 介護福祉士ファーストステップ研修

82 山口県介護支援専門員実務研修受講試験事前講習会

83 介護支援専門員実務研修受講試験直前模試＜介専協＞

84 介護支援専門員実務従事者基礎研修＜介専協＞

85 介護支援専門員専門研修（専門研修課程Ⅰ)

86 介護支援専門員専門研修（専門研修課程Ⅱ)

87 介護支援専門員更新研修（専門研修課程Ⅰ)

88 介護支援専門員更新研修（専門研修課程Ⅱ)

89 介護支援専門員更新研修（実務経験なし)

90 介護支援専門員再研修

資
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等
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た
め
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修

介護福祉士等
介護職員
対象

介護支援専門員
等対象

主任児童委員
民生委員・
児童委員等

対象

行政職員
対象

県民・住民等
対象

地域福祉
の担い手
研修

＊研修名の後の＜ ＞内は略称で表記しています。

①老施協：老人福祉施設協議会 ②デイ協：デイサービスセンター協議会 ③経営協：社会福祉施設経営者協議会

④授産協：障害者授産施設協議会 ⑤精サ協：精神障がい福祉サービス協議会

⑥地就連：山口県地域活動・就労支援事業所連絡協議会 ⑦身施協：身体障害者更生援護施設連絡協議会

⑧介団協：介護保険関係団体連絡協議会 ⑨在介協：地域包括・在宅介護支援センター協議会

⑩介専協：介護支援専門員協会 ⑪ヘルパー協：ホームヘルパー連絡協議会 ⑫介士会：介護福祉士会
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平成２３年２月１０日現在
※予定受講料：（ ）内は会員料金

区分
1

区分
2

N
O

研修名 目 的 対象者 開催日
定員
（名）

予定
受講料
（会員）

回
数

日
数

担
当

部
所

県
・
市
町
社
協

役
職
員
対
象

1
市町社協役員研
修会

法人社協の役員としての責任を
理解すると共に、経営、運営管理
等について学ぶ。

市町社協役員・事
務局長等管理職
員

8月 65 未定 1 1

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

2

デイサービスセン
ター新任職員研
修会
＜デイ協＞

デイサービスセンターで働く上で
必要な基本知識や技術接遇マ
ナーを学び、職員の資質の向上
を図る。

県内デイサービス
センターの職員

5月 80
各8,000
（1,000）

1 2

3
老人福祉施設職
員基礎研修会
＜老施協＞

老人福祉施設の新任職員が、施
設職員としての基本的な知識を
習得し、利用者へのサービスの向
上に資する。

県老施協会員施
設で、入職後１年
以内の職員・次年
度４月以降の採用
内定の職員

4月12日 150 無料 1 1

4

社会福祉法人等
新任職員研修会
（社協新任職員
研修会）

社会福祉法人で働く新任職員を
対象に、働くうえでの基本的知識
やマナーの習得、仕事の進め方
等を学ぶことを目的に開催。

社会福祉法人の
新任職員

４月 60
8,000

（5,000）
1 2

5

社会福祉法人等
中堅職員研修会
(社協中堅職員研
修会）

中堅職員に求められる考え方とス
キルを習得することによって、職
員間の信頼関係とチームワークを
高めるキーパーソンとして成長す
ることを目指す。

社会福祉法人の
中堅職員

10月 60 未定 1 2

6

社会福祉法人等
主任・係長研修
会
（社協指導的職
員研修会）

管理職に求められる考え方とスキ
ルを習得することによって、部下
の見本となる行動を示し、信頼関
係を構築しながら組織のリーダー
に成長することを目指す。

社会福祉法人の
中間管理職

7月 60
15,000

（10,000）
1 2

7
管理者研修会
＜介専協＞

法令遵守・義務とリスク管理、労働
環境整備、部下のメンタルケア、
経営概念等を学ぶ

居宅介護支援事
業所の管理職者

11月26日(土)
12月3日(土)

80

1日
6,000
(3,000)
2日

10,000
(5,000)

1 2

8
デイサービスセン
ター管理者研修
＜デイ協＞

通所介護事業の課題への対応
や、今後の方向性について考え
る。

県内デイサービス
センターの管理者

3月
5月

各150
1,000
(無料）

2 1

9
施設長研修会
＜老施協＞

老人福祉施設管理者の資質向上
を図る。

県老施協会員施
設の管理者

3月 150 2,000 1 1

10
社会福祉施設経
営改善セミナー
＜経営協＞

社会福祉法人経営におけるリスク
マネジメントについて研究する。

社会福祉法人理
事長、施設長、法
人役員並びに施
設（事業所）の管
理者、市町社協の
役職員

12月 150
8,000

（5,000）
1 1

11
役員セミナー
＜経営協＞

社会福祉法人のリーダーに求め
られる知識等を習得する。

経営協会員（社会
福祉法人の代表
者）

5月18日（水）、
3月

150 無料 2 1

平成２３年度山口県社会福祉協議会研修実施計画一覧（予定）
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区分
1
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2

N
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研修名 目 的 対象者 開催日
定員
（名）

予定
受講料
（会員）

回
数

日
数

担
当

部
所

12
事業所間連携セ
ミナー
＜授産協＞

事業所間連携の在り方について、
好事例の紹介と地区研修により検
討する。全体会→地区研修（６地
区）→全体会。

県授産協会員施
設・会員外施設の
役職員

未定 各30 無料 各１ 各1

障
害
者
地
域
支

援
班

13
運営研修会
＜老施協＞

山口県老人福祉施設協議会の各
種事業・運営について再確認す
るとともに、地域における施設の
役割について考え、各施設サー
ビスの質の向上を目指す。

県老施協会員施
設の施設長、また
は、それに変わる
人

5月17日（火）
～18日（水）

150 4,000 1 2

14
デイサービスセン
ター職員研修会
＜デイ協＞

デイサービスセンターで働く上で
必要な基本知識や技術を学び、
職員の資質向上を目指し、利用
者が安心できる事業所を目指す。

県内デイサービス
センターの職員

6月、8月
10月、12月、2

月
各100

各8,000
（1,000）

5 1

15

山口県精神障が
い福祉サービス
協議会職員研修
会
＜精サ協＞

利用者へのサービスの質を高め
るために、職員の資質向上を図
る。

山精サ協会員事
業所の職員

未定 30
2,000
(1,000)

1 1

16

山口県地域活
動・就労支援事
業所連絡協議会
職員研修会
＜地就連＞

障害者福祉サービス事業相互の
連絡調整ならびに施設運営の充
実強化、職員の資質向上、利用
者の福祉増進を図る。

県地就連会員・会
員外施設の施設
長及び職員

未定 50 3,000 1 2

17

身体障害者更生
援護施設職員研
修会
＜身施協＞

利用者へのサービスの質を高め
るために、職員の資質向上を図
る。

県身施協会員施
設の職員

11月 50 3,000 1 1

市
町
社
協
役
職

員
対
象

18
市町社協職員経
理研修会

社会福祉法人新会計基準への移
行に向けて、改正内容の周知及
び適正な会計実務の知識を習得
する。

市町社協管理職
員、経理担当職員
等

7月以降 30 2,000 1 1
総
務
班

19
社会福祉法人会
計研修会
＜経営協＞

社会福祉法人会計を正しく理解
するために基礎知識を習得すると
ともに、実務能力の向上を図る。

社会福祉法人・施
設等の経理実務
担当者、各市町社
協の会計・経理実
務担当者

7月
2月

各150
8,000

（5,000）
2 1

20
福祉QC講座
＜施設士会＞

福祉施設における課題解決・業
務改善の手法の習得ならびに、
リーダーを養成する。

日本福祉施設士
会及び県施設士
会会員所属施設・
会員外の福祉施
設の施設長及び
職員

未定 各50
6,000

（4,000）
2 1

21
地域福祉権利擁
護事業 新任担
当者研修会

地域福祉権利擁護事業概要の理
解、業務内容の理解、基本対人
援助技術等の修得を通じて、新
任専門員、推進員、生活支援員
の養成を行う。

生活支援員、推進
員、専門員となっ
て3年未満の者、
その他、受講を希
望する者

5月下旬 50 無料 1 1

権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー

22
福祉サービス苦
情受付担当者研
修会

苦情解決の仕組みの周知や理解
の促進を図る。

福祉サービスに関
する苦情受付担当
者、苦情解決関係
者等

2月 200 未定 1 1

福
祉
サ
ー

ビ
ス
運
営
適

正
化
委
員
会

23
市町社協生活福
祉資金等担当職
員研究協議会

「生活福祉資金(総合支援資金・
福祉資金・教育支援資金・不動産
担保型生活資金）」、「臨時特例
つなぎ資金」、「社会福祉安定資
金」の円滑な運用と適切な事務処
理の対応について研究協議する
ことを目的とする。

市町社協生活福
祉資金担当者

6月下旬 60 無料 1 1
資
金
班

社
会
福
祉
施
設
等
役
職
員
対
象
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班
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班
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層
別
研
修

社
会
福
祉
施
設
等
役
職
員
対
象
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区分
1

区分
2

N
O

研修名 目 的 対象者 開催日
定員
（名）

予定
受講料
（会員）

回
数

日
数

担
当

部
所

24
生涯現役社会づ
くりアドバイザー
連絡会議

各市町社協に設置された「生涯
現役社会づくり相談窓口」で、情
報提供や相談対応を行う相談員
への知識や技術の習得を図る。

市町社協職員 1月 30 無料 1 1

生
涯
現
役
推
進

セ
ン
タ
ー

25
地域福祉推進セ
ミナー

住民への地域福祉の理解促進を
目的として、地域総合相談支援シ
ステムにおける住民の役割、地区
社協・相談支援機関と住民の連
携等をテーマに開催する。

市町社協職員、地
区社協職員、民生
委員児童委員、福
祉員等

未定 50 無料 1 1

地
域
福
祉
班

26

ボランティアコー
ディネーター研修
会(市町社協ボラ
ンティアセンター
連絡会議と合同）

ボランティアコーディネーターの
資質向上及び交流を図る。

社協職員（ボラン
ティアコーディネー
ター等）、ＮPO・関
係機関・企業のボ
ランティア担当者

6月 50 無料 1 1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

27
地域福祉に生か
すスーパービジョ
ン研修会

地域での権利擁護活動における
基幹的、指導的役割を果たして
いる職員が、スーパービジョンを
行える力を身につけ、地域におけ
る援護者への支援や、権利擁護
活動を実施する担当者への指導
とサポートに生かせるよう、本研修
会を開催する。

権利擁護に関する
事業を担当してい
る社協職員、その
他社会福祉従事
者

6月 60 無料 1 1

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

28
法人成年後見担
当者スキルアップ
研修会

社会福祉法人等における法人成
年後見担当職員の養成と能力向
上を図る。

法人成年後見に
関わる者

12月～1月 50 無料 1 1

29
後見支援員スキ
ルアップ研修会

受任法人の後見業務を補助し
て、被後見人の日常生活の援助
業務を行う「成年後見支援員」の
養成と能力向上を目的に開催す
る。

社会福祉法人等
職員、社会福祉関
係業務経験者等

12月～1月 50 無料 1 2

30
ファンドレイジング
（資金調達）研修
会

法人成年後見の普及において大
きな障害となっている財源問題へ
の対策を図るため、効果的な資金
調達に関する方法論、組織運営
の仕方などを学ぶため開催する。

市町社協役職員、
その他社会福祉法
人等役職員

8月 60 無料 1 1

31 移行推進研修会

小規模作業所等の職員等に対
し、新体系移行後の事業に関す
るスキルアップ等を図るための研
修会を開催する。

小規模作業所等
の職員等

未定 50 無料 2 2

32
共同生産販売研
修会（仮称）

おいでませ！山口国体・山口大
会での共同生産販売に携わる事
業所等の資質向上
・販売方法
・食品衛生

共同生産販売に
携わる障害福祉
サービス事業所の
職員 等

未定 100 未定 3 3

33
地域生活支援セ
ミナー

高齢であり、又は障害を有するた
め、福祉的な支援を必要とする、
刑務所等出所予定者への福祉的
支援を行う、地域生活定着支援
事業の周知を図り、もって地域で
の受け入れの促進を図る。

社会福祉施設の
役職員、福祉専門
職等

未定 150 無料 1 2

34
介護力向上研修
会
＜老施協＞

移乗やポジショニング、褥瘡予防
等について技術向上を図る。

県老施協会員施
設に勤務する職員

2月 60 無料 1 １～２

35
相互研修会
＜老施協＞

利用者の多様なニーズへの対
応、それぞれが望むその人らしい
生き方の実現に向け、当面する諸
問題等について研究協議を行
い、今後の活動に活かしていく。

県老施協会員施
設の役職員、その
他特別に参加を希
望する者で主催者
が認めた者

6月14日（火）
～15日（水）

350 3500 1 2
福
祉
振

後
見
支
援

セ
ン
タ
ー

障
害
者
地
域
支
援
班

市
町
社
協
役
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回
数

日
数

担
当

部
所

36
施設ケアプランと
記録の研修会
＜老施協＞

利用者へのアセスメントを中心に
個別ケアへの理解を深め、ケアプ
ラン作成と記録の技術向上を図
る。

県老施協会員施
設に勤務する職員

5月26日（木） 150 無料 1 1

37
生活相談実践研
修会
＜老施協＞

老人福祉施設での生活相談業務
の技術向上を図る。

県老施協会員施
設に勤務する職員

1月 100 無料 1 1

38
山口県介護保険
研究大会
＜介団協＞

保健・医療・福祉サービス事業者
が一堂に会し、職域間の壁を越え
連携し、サービスの質の向上を図
る。

介護保険事業に
関わる職員、その
他関心のある者

12月11日(日) 500 2,000 1 1

39

山口県地域包
括・在宅介護支
援センター研修
会
＜在介協＞

地域包括支援センターおよび在
宅介護支援センター職員として今
日的な社会福祉情勢を踏まえ、
必要な知識、技術の習得を図る。

県内地域包括支
援センターと在宅
介護支援センター
職員、市町行政職
員等

9月 50 未定 1 1

40

山口県ケアマネ
ジメント研究大
会、（日本介護支
援専門員協会中
国ブロック研修
会）
＜介専協＞

介護支援専門員のケアマネジメン
トの質の向上を図る。

日本介護支援専
門員協会会員及
び会員外

1月21日（土）
1月22日（日）

800 未定 1 2

41
スーパービジョン
研修会（基礎編）
＜介専協＞

介護支援専門員としての必要な
知識、技術の向上を図るために、
事例検討等を実践する。

山口県介護支援
専門員協会会員

6月4日（土）
7月2日（土）
8月6日（土）
9月3日（土）
10月1日（土）

25～30 20,000 1 5

42

居宅介護支援事
業所の現場で役
立つ実務事務研
修
＜介専協＞

運営基準を核とした事務業務の
法的根拠を理解し、利用者支援
のプロセスに添ってサービス提供
が滞りなく行えるための実務の流
れを学ぶ

居宅介護支援事
業所の実務に従事
されている方。これ
から居宅介護支援
事業所に勤める予
定のある方。

5月14日（土）
5月15日（日）

150

1日
6,000
(3,000)

2日
10,000
(5,000)

1 2

43
精神疾患の基礎
知識と支援
＜介専協＞

精神疾患を持つ利用者とその家
族の苦悩と寄り添う支援を考える
上で、精神疾患に関する知識を
理解すること、また、うつ病や統合
失調症、人格障害など広く精神
疾患について普遍的症状と個別
性を含めた基本的知識を学ぶ

未定
7月24日(日)
8月21日(日)

100

1日
6,000
(3,000)

2日
10,000
(5,000)

1 2

44
メンタルヘルス研
修会
＜介専協＞

アサーション技術を学び、関係性
を改善することで働く意欲を高め
る。

会員および、関心
のある福祉職員

10月または11
月予定

150

会員
3,000

非会員
5,000

1 1

45
施設従事者向け
研修会
＜介専協＞

施設に勤務する介護支援専門員
を対象に、実地指導のポイントや
担当者会議の開催方法、介護支
援専門員に求められる動きなどを
学んでもらう

施設介護支援専
門員

10月または11
月予定

80～
100

5,000
（3,000）

1 1

46
対人援助技術研
修会
＜介専協＞

ケアマネジメントを行う上で必要な
基本技術である対人援助技術を
学ぶ

会員および、関心
のある福祉職員

10月または11
月予定

100
5,000

（3,000）
1 1

振
興
班

福
祉
サ
ー

ビ
ス
従
事
者
対
象
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材
・
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修
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ン
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47
ホームヘルパー
研修
＜ヘルパー協＞

ホームヘルパーとしてその業務に
携わるために必要な知識、技術
の習得を図る。
①認知症ケア研修会
②サービス提供責任者（初級）研
修会
③薬に関する研修会
④感染症対応研修会
⑤ブロック別研修会（6ブロック）

山口県ホームヘル
パー連絡協議会
会員及び会員外
のホームヘル
パー、サービス提
供責任者、管理者
等

未定

研
修
に
よ
り

異
な
る

6,000
（2,000）

⑤のみ
1,000
(500)

①～
④各
1

⑤各
2

各1

48
介護福祉士研修
＜介士会＞

介護福祉士及び介護サービス従
事者の資質の向上を図るために
必要な知識を習得する。
①事例研究会
②センター方式
③記録の研修
④転倒予防研修
⑤ターミナルケア

山口県介護福祉
士会会員及び会
員外の介護福祉
士

①8月28日(日)
②10月22日

(土)
11月26日(土)
③9月24日(土)
9月25日(日)
④7月3日(日)
⑤2月19日(日)

研
修
に
よ
り

異
な
る

8,000
（正2,000）
（準3,000）

未定 各1

49
介護研究セミ
ナー＜介士会＞

「介護研究」とは『どのようなことを
するのか』、『どうすることなのか』
を、自分の研究テーマを持ちなが
ら、研究に必要な技術や知識を
学ぶ。
①介護研究セミナー研究発表会
②介護研究セミナー（ゼミ形式）

山口県介護福祉
士会会員で、各ブ
ロックからの推薦を
受けた者

①5月29日(日)
②年間5回～6

回

①150
②6グ
ループ

①2,000
②10,000

各1
①1
②5
～6

50
介護予防体操指
導者養成研修
＜介士会＞

介護予防体操指導者を養成し、
介護現場や地域の高齢者に対し
て介護予防や尊厳あるケアを提
供することを目的に、体操の普及
啓発を行う。
①初期研修
②後期研修
③フォローアップ研修

山口県介護福祉
士会会員

未定 30 20,000 1 4

51
実技指導者養成
講座
＜介士会＞

介護福祉士のリーダーとなるべき
人材の育成を図る。

山口県介護福祉
士会会員で実務
経験３年以上の者
（各ブロックからの
推薦）

奇数月の第3土
曜日

50 5,000 5 各1

52
モチベーション向
上研修会

一人ひとりが自分の「強み」や「価
値」に気付き、持ち味を活かすこ
とで、仕事に対する自信とモチ
ベーションを高める。また、人間力
を高めるための知識や技術の習
得する。

社会福祉施設職
員等

5月～6月 100 3,000 1 1

53
こころの病と生き
づらさを考える研
修会

精神疾患が誰にでも起こりうる「こ
ころの病」であること、また精神疾
患を抱えている方たちが地域で
自分らしく生活していくことができ
るように私たちにできることは何が
あるのか、多くの方に知っていた
だくことを目的に開催。

各市町社協職員、
行政関係職員、社
会福祉施設職員、
民生委員等

8月～10月 100 3,000 1 1

54
施設職員向けス
キルアップ研修会

本人・家族・組織・社会との関わり
の中で、自分の役割や立ち位置
を考え、円滑に業務を行うための
方法、チームでのケアのあり方に
ついて学ぶ。また、福祉の原点に
戻り、専門職としての自分の倫理
観等を見つめ直すきっかけをつく
る。

社会福祉施設職
員等

12月～2月 100 3,000 1 1

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

55
身体拘束ゼロ推
進員養成研修

介護保険施設等における身体拘
束廃止に向け、身体拘束廃止に
関する姿勢・実践的手法を習得
するためのリーダー研修を行う。

介護保険施設等
の職員

7月～12月 20 無料 1 3

専
門
職
種
研
修

福
祉
サ
ー

ビ
ス
従
事
者
対
象

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
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所

56

判断能力が十分
でない方をネット
ワークで支える研
修会

認知症、知的障がい、精神障が
い等判断能力が十分でない方が
地域で安心して生活できるために
は、地域における見守りと、関係
機関の連携が必要不可欠であ
る。
地域福祉権利擁護事業等個別支
援を行うものの資質の向上を目指
し、地域における住民、関係機関
との連携のあり方を学ぶことを目
的として研修会を開催する。

各社協生活支援
員、推進員、専門
員、市町社協職
員、社会福祉従事
者等

11月 60 無料 1 1

57
相談関係機関・
相談員研修会（ワ
ンストップ研修）

時の話題をテーマとし、相談員に
求められる、地域住民をサポート
していくために必要な知識や技術
の習得を図るため開催する。

民生委員児童委
員、相談関係機
関・社会福祉施
設・市町社協の相
談業務担当者、保
健・医療・福祉の
関係者

2月 300 1,000 1 1

58

福祉サービス第
三者評価事業評
価調査者フォロー
アップ研修

評価調査者としてスキルアップを
し、質の向上を図る。

県社協所属の評
価調査者

8月・9月 59 無料 2 1

評
価
・
調
査

セ
ン
タ
ー

59
児童委員・主任
児童委員研修

児童問題と家庭支援対策につい
ての知識技術を習得する。

児童委員・主任児
童委員

7～8月 500 無料 1 1

60
民生委員・児童
委員中堅研修

民生委員児童委員に必要な知識
を時事に併せて理解する。

2期以上の中堅民
生委員・児童委員

6～7月 300 無料 1 1

61
民生委員・児童
委員現任研修

民生委員児童委員として必要な
援助技術等を習得する。

現任の民生委員
児童委員

5～6月 未定 無料 未定 各1

62

市町地区民生委
員児童委員協議
会会長･副会長研
修会

民生委員・児童委員の指導的立
場にある市町地区民児協の会長
副会長の指導力を高めることを目
的とする。

市町地区民児協
会長副会長、市町
民児協事務局長･
担当者、市町行政
民生委員・児童委
員担当者、市町社
協民生委員・児童
委員担当者

6月
3月

各450 無料 2 1

63
民生委員･児童委
員活動実践講座
＜民児協＞

民生委員･児童委員の地域福祉
活動実践に資する講座の開催を
目的とする。

民生委員･児童委
員、主任児童委員

８月 60 無料 1 1

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
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権
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セ
ン
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ー
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等
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象
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い
手
研
修
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64
やまぐちシニア地
域マスターカレッ
ジ

シニアの社会活動の参加促進を
図り、地域活動の推進役を担う指
導者を育成する。

地域活動を行って
いる者

2011年4月～
2013年3月

40 5,000 月2
2年
間

65
高齢者相互支援
活動セミナー
＜老連＞

高齢者相互の支援、友愛活動の
資質向上と老人福祉の向上を図
る。

市町老人クラブ連
合会、老人クラブ
会員

2月 100 無料 1 1

66
福祉教育・ボラン
ティア学習研究集
会

福祉教育・ボランティア学習の啓
発及び担当者の資質向上を図
る。

小中高校のボラン
ティア担当者、社
協職員福祉教育
担当者、民生委員
児童委員等

7月 100 無料 1 1

67
企業等社会貢献
活動セミナー

企業の社会貢献活動の啓発を行
う。

企業・事業所のボ
ランティア担当者、
その他興味関心の
ある者

１月 100 無料 1 1

68
福祉員研修会
（基礎編）

見守り活動等地域福祉活動の意
義や活動事例の共有を図るため
開催する。

福祉員 未定
6ブロック

540人
無料 1 1

69
地区社協コーディ
ネーター研修会

地区社協の活動の中でも、見守り
活動に焦点をあて、活動を推進
する体制づくりを進めるための研
修会を開催する。

地区社協関係者・
コーディネーター
候補者

未定 100 無料 1 1

70
成年後見制度普
及啓発セミナー

成年後見制度の更なる活用を目
指し、成年後見制度の概要、その
必要性、活用方法や課題等につ
いて、広く住民に啓発するため開
催する。

一般県民、市町社
協役職員、その他
社会福祉法人等
役職員等

9月 100 無料 1 1

後
見
支
援

セ
ン
タ
ー

71
「介護の日」記念
イベント
＜介士会＞

介護についての啓発を行うととも
に、一般県民への周知を図る。

県民 11月13日（日） なし 500 1 1

72

離職者・潜在的
有資格者等再就
職支援研修会
＜介士会＞

介護現場への人材の参入促進を
図る。

介護福祉士等の
有資格者で離職し
ている者

8月上旬 30 無料 1 1

行
政
職
員
対
象

73
成年後見制度利
用促進研修会

成年後見制度の活用促進を図る
ため、市町行政職員の成年後見
制度への理解を深めるため開催
する。

市町行政担当者、
市町社協役職員、
その他成年後見業
務に関わる者

7月上旬 80 無料 1 1

後
見
支
援

セ
ン
タ
ー

74
認知症介護実践
研修（実践者研
修）

認知症介護の理念、知識及び技
術を修得する。

原則として身体介
護に関する基本的
知識・技術を習得
している者であっ
て、実務経験2年
程度の者

未定 140 30,000 1 5

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

75

認知症介護実践
研修会（実践者
研修）
＜老施協＞

認知症介護の理念、知識及び技
術を修得する。

老人福祉施設に
勤務する職員

7月～9月 70 30,000 1 5

福
祉
振
興
班

県
民
・
住
民
等
対
象

資
格
取
得
支
援
等
の
研
修

介
護
福
祉
士
等
介
護
職
員
対
象

生
涯
現
役
推
進
セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
班

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

地
域
福
祉
の
担
い
手
研
修
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76

認知症介護実践
研修会（リーダー
研修）
＜老施協＞

認知症専門ケア加算（Ⅰ）に該当
する人材を養成する。

認知症介護実践
者研修会を修了後
1年以上経過した
者

10月～12月 40 60,000 1 10

福
祉
振
興
班

77
介護職員基礎研
修課程
（150時間）

実務経験１年以上
の訪問介護員資
格２級保持者

8月～12月中旬
月3～4日程度

20 67,000 1 14

78
介護職員基礎研
修課程
（60時間）

実務経験１年以上
の訪問介護員資
格１級保持者

8月～9月末
月3～4日程度

5 33,500 1 5

79

介護福祉士国家
試験に係る筆記
模擬試験
＜介士会＞

介護福祉士国家試験の受験対策
（筆記模擬試験）
①中央法規出版問題 [基礎編]
②日本介護福祉士会問題

介護福祉士国家
試験受験予定者

①10月
②12月

各250 各7,000 3 各1

80

介護福祉士養成
実習施設実習指
導者特別研修会
＜介士会＞

介護福祉士養成の実習施設とな
るための要件となる実習指導者を
養成する。

介護福祉士資格
取得後3年以上の
実務経験を有する
者

11月下旬(2回)
12月初旬(2回)

未定
31,000

（20,000）
1 4

81
介護福祉士
ファーストステップ
研修

基礎的な業務に習熟した介護職
員を対象として、的確な判断、対
人理解に基づく、尊厳を支えるケ
アを実践でき、小規模チームの
リーダーや初任者等の指導係とし
て任用することを期待できるレベ
ルの視点や技術を有する職員を
養成する。

原則として介護福
祉士資格取得後2
年程度の実務経
験を持つ者

7月～1月
月1～2日程度

25
100,000
（78,000）

1 13

82

山口県介護支援
専門員実務研修
受講試験事前講
習会

介護支援専門員実務研修受講試
験受験対策。

介護支援専門員
実務研修受講試
験受験予定者

【講義】
6月19日(日)
7月2日(土)

【模試＋解説】
7月30日(土)

200

25,000
（15,000）
模試+解説

8,000

1 3

83

介護支援専門員
実務研修受講試
験 直前模試
＜介専協＞

介護支援専門員実務研修受講試
験受験対策

介護支援専門員
実務研修受講試
験受験予定者

9月3日(土) 150 8,000 1 1

84

介護支援専門員
実務従事者基礎
研修
＜介専協＞

介護支援専門員の実務能力の向
上を図る。（33時間）

実務就業後1年未
満の者及び再研
修受講者で実務
経験後期間経過
者

8月10日(水)
8月25日(木)
9月7日(水)
9月20日(火)
10月5日(水)
10月20日(木)
全6日(33時間)

200 10,000 1 6

85
介護支援専門員
専門研修（専門
研修課程Ⅰ)

現任の介護支援専門員に対し
て、一定の実務経験をもとに、必
要に応じた専門知識、技能の習
得を図ることにより、その専門性を
高め、もって介護支援専門員の
資質向上を図る。

実務に従事してい
る者で就業後6ヶ
月以上の者

6月～8月
全6日（33時間）

更新研
修(専門
研修課
程Ⅰ）と
併せて
実施

18,000 1 6

86

介護支援専門員
専門研修（専門
研修研修課程
Ⅱ）

現任の介護支援専門員に対し
て、一定の実務経験をもとに、必
要に応じた専門知識、技能の習
得を図ることにより、その専門性を
高め、もって介護支援専門員の
資質向上を図る。

実務に従事者して
いる者で就業後3
年以上の者

9月～11月
全4日（20時間）

更新研
修（専
門研修
課程

Ⅱ）と併
せて実
施

16,000 1 4

介
護
支
援
専
門
員
等
対
象

これから介護職員として介護サー
ビスに従事しようとする者を対象と
した基礎的な職業教育として、対
人理解や対人援助の基本的な視
点と理念、プロとして職務にあたる
上での基本姿勢、基礎的な知識・
技術を習得させるとともに、今後、
介護福祉士をめざしてより専門的
な知識・技術を獲得していくため

の基盤を形成する。

介
護
福
祉
士
等
介
護
職
員
対
象

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

資
格
取
得
支
援
等
の
研
修
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87
介護支援専門員
更新研修（専門
研修課程Ⅰ）

介護支援専門員証に有効期限が
付され、更新時に研修の受講を
課すことにより、定期的な研修受
講の機会を確保し、介護支援専
門員として必要な知識及び技術
の向上を図り、専門職としての能
力の保持・向上を図る。

介護支援専門員
証の有効期間が1
年以内に満了する
者で、その有効期
間中に、実務に従
事している者又は
従事していた経験
を有する者

6月～8月
全6日（33時間）

200 18,000 1 6

88
介護支援専門員
更新研修（専門
研修課程Ⅱ）

介護支援専門員証に有効期限が
付され、更新時に研修の受講を
課すことにより、定期的な研修受
講の機会を確保し、介護支援専
門員として必要な知識及び技術
の向上を図り、専門職としての能
力の保持・向上を図る。

介護支援専門員
証の有効期間が1
年以内に満了する
者で、その有効期
間中に、実務に従
事している者又は
従事していた経験
を有する者

9月～11月
全4日（20時間）

350 16,000 1 4

89
介護支援専門員
更新研修（実務
経験なし）

介護支援専門員証に有効期限が
付され、更新時に研修の受講を
課すことにより、定期的な研修受
講の機会を確保し、介護支援専
門員として必要な知識及び技術
の向上を図り、専門職としての能
力の保持・向上を図る。

介護支援専門員
証の有効期間が1
年以内に満了する
者で、その有効期
間が満了するまで
に介護支援専門
員として実務に従
事した経験を有し
ない者

7月～10月
全7日（44時間）

150 24,000 1 7

90
介護支援専門員
再研修

介護支援専門員として実務に就
いていない者又は実務から離れ
ている者が実務に就く際に、介護
支援専門員としての必要な知識、
技能の再習得を図る。

介護支援専門員と
して登録後、5年以
上実務に従事した
ことがない者また
は実務経験はある
がその後5年以上
実務に従事してい
ない者で、新たに
介護支援専門員
証の交付を受けよ
うとする者

7月～10月
全7日（44時間）

更新研
修（実
務経験
なし）と
併せて
実施

24,000 1 7

人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー

資
格
取
得
支
援
等
の
研
修

介
護
支
援
専
門
員
等
対
象
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